
熱中症を防ごう
職場における熱中症予防対策のポイント

｢熱中症｣とは､高温多湿な環境下において､体内の水分及び塩分(ナトリウム

等)のバランスが崩れたり､体内の調整機能が破たんするなどして発症する障害

の総称で､ポイント2に記すような様々な症状が現れます｡

熱中症を防ぐためには､関係者が熱中症及び熱中症予防対策について十分な認

識を持つことが重要です｡

○神奈川県内における年別熱中症発生状況(休業4日以上の労働災害)
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ポイント1 熱中症で死なせないために

労働者の健康状態に異常があり熱中症が疑われたら､席捲せずすぐに救急車を

呼んで医師による診察を受けさせることが最も大切です｡現場において休憩して
いるだけでは手遅れになるおそれがあります｡

また､救急車が到着するまでの間､被災者を決して一人で放置せず､現場での

応急処置(涼しい場所で衣類を緩めて安静にさせる､体に冷水をかけながら風を

当てたり氷でマッサージして体温を下げる､スポーツドリンク等で水分や塩分を

補給させる)を適切に講じてください｡

神奈川労働局･労働基準監督署



ポイント2 熱中症の症状と重症度分類

分類 傲x�2�重症度 

Ⅰ度 �-�-ﾈ*"齏����小 大 

(｢立ちくらみ｣という状態で､脳への血流が瞬間的に不十分になったこと 

を示し､"熟矢神"と呼ぶこともありますo) 

筋肉痛.筋肉の硬直 

(筋肉の｢こむら返り｣のことで､その部分の痛みを伴いますo発汗に伴 

う塩分(ナトリウム等)の欠乏により生じますoこれを"熟睡撃"と呼 

ぶこともあります○) 

大量の発汗 

Ⅱ度 �:ｩ,定ｴ9Zｨ,ﾉW8欒�6h*ｸｴ2馥�6b靄��8ｫB雹Y$XｫB�(体がぐったりする､力が入らないなどがあり､従来から"熟疲常"とい 

われていた状態ですo) 

Ⅲ度 �8���･�驂8ﾈ"韶��ｸ,ﾈ暮:���･��

(呼びかけや刺激への反応がおかしい､体がガクガクと引きつけがある､ 

真直ぐに走れない.歩けないなどo) 

高体温 

(体に触ると熱いという感触がありますo従来から､"熱射病"や"重度の 

日射病"といわれていたものがこれに相当します○) 

ポイント3 熱中症を防ぐために

『職場における熱中症予防対策』では､ WBGT値(暑さ指数)により職場の暑熱

状況を把握し､必要な作業環境管理､作業管理及び健康管理の3管理を行うこと｡

また､熱中症に係る労働衛生教育を行うことを示しています｡

次ページ以降に『職場における熱中症予防対策』の概要をまとめ､事項ごとの

取組状況の確認ができる自主点検表がありますので､御活用ください｡

ポイント4 災害事例からみた問題点

①　水分を自力で取ることができない状態であったのに､すぐに救急車を呼ばず､

現場内で被災者一人で休ませていたため､症状が悪化した｡

(参　水分補給には注意していたが､塩分補給については対策を講じていなかった｡

(彰　定期健康診断結果で異常所見があったのに､健康管理に生かされていなかっ

た｡

④　一人作業の上､労働衛生教育が行われていなかったため､被災者に予防対策

の認識がなかった｡



1 WBGT値(暑さ指数)の活用に?いて

⑳脚互㊥jj=- tfj: 《Ei蔓iL琵瑚毛細管,守恥缶-ij=FZiL,;),, 〉　□はい　□いいえ

wBGT値とは､暑熱環境による熟ストレスの評価を行う暑さ指数で､自然湿球温度､黒球温度､乾球温度から算
出します(温度･湿度が分かれば､裏面表1を用いてWBGT値を推定できます｡)｡ WBGT値が､ WBGT基準値(秦
面表2)を超える場合には､冷房等によってWBGT値の低減を図るなどの熱中症予防対策を実施してください｡
2　作業環境管理について

□はい[コいいえ
WBGT値が､ WBGT基準値を超えるおそれのある高温多湿な作業場所においては､熟を遮る遮へい物､直射日光

を遮るための屋根､通風･冷房の設備の設置に努めてください｡

ll- ｣はい　コいいえ
高温多湿な作業場所の近隣に､涼しい休憩場所や､身体を冷やすことのできる設備を設け､飲料水の備付け等を

行うよう努めてください｡
3　作業管理について____

･　　　=･ ･  I ‥.　エ　　　ー　　｡はい　川､え

作業の状況等に応じ､作業休止時間を確保し､高温多湿な作業場所での連続作業を短縮する､身体作業強度が高
い作業を避ける､作業場所を変更する等の作業管理に努めてください0

･　　･　一　　･ ･　･_　　　　.l　-　　　　-　　　コはい　こいいえ

熱中症の発生リスクには､熟への順化(熟に慣れ当該環境に適応すること)の有無が大きく影響することを踏ま
えて､新たに高温多湿な作業に従事する場合には､計画的な熟への順化期間を設けるよう努めてください｡
※順化期間の例:順化していない状態から7日以上かけて､熟へのぱく霧時間(作業時間)を次第に長くする｡

□はい　□いいえ

自覚症状以上に脱水状態が進行していることがあるため､自覚症状の有無にかかわらず､労働者に､水分･塩分
の作業前後の摂取及び作業中の定期的な摂取を徹底してください｡ (塩分等に制限のある労働者については､主治
医･産業医等に相談してください｡)
･※水分･塩分摂取量の目安: 0. 1-0.2%の食塩水､ナトリウム40-80mg/100mBのスポーツドリンク又は経口補水液

等を20-30分ごとにカップ1 -2杯程度摂取する｡

〉 □はい　□いいえ
透湿性･通気性の良い服装や帽子を着用させてください｡クールジャケット･クールヘルメット等の着用も望ま

しいところです｡

･　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｢はい　｢いいえ

定期的な水塩分の摂取の確認や､熱中症の疑いのある症状が表れていないか確認のため､巡視を頻繁に行ってく
ださい｡

4　健康管理について

□はい　□いいえ

健康診断で異常所見があると診断された場合には､医師等の意見を聴き､必要があると認めるときには､就業場
所の変更･作業の転換等適切な措置を講ずることが､事業者に義務付けられていることに留意し､これらの徹底を
図ってください｡
※糖尿､高血圧､心疾患､腎不全､精神･神経関係疾患､広範囲の皮膚疾患などは､熱中症の発症に影響を与える
おそれがあります｡

□はい　□いいえ

睡眠不足､体調不良､前日等の飲酒､朝食の未摂取､感冒等による発熱､下痢等による脱水等は熱中症の発症に
影響を与えるおそれがあることから､日常の健康管理について指導を行うとともに､必要に応じて健康相談を行っ
てください｡

また､熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患の治療中等の場合は､事業者に申し出るよう指導してくだ-I-=　丁=　　-rrコTT　1　--はい｢いいえ

作業開始前･作業中の巡視などによって､労働者の健康状態を確認してください｡

.　　･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=はい　｢いいえ

休憩場所等に体温計･体重計を備え､必要に応じて身体の状況を確認できるよう努めてください｡
※次の場合は熟へのぱく露を止めることが必要とされている兆候です｡

･心機能が正常な労働者について､ 1分間の心拍数が継続して(180-年齢)回を超えている

･作業強度のピークの1分後の心拍数が120回を超えている　･休憩中等の体温が作業開始前の体温に戻らない

･作業開始前より1. 5%を超えて体重が減少している　　　　･急激で激しい疲労感､悪心､めまい､意識喪失等の症状が発現

l:1　　　　L-,■■≡~■モ



5　労働衛生教育について

⑳迅‡裾を親好㊨免Gb㊥器に撒班詔滞痢駆･g押仇　〉 □はい　□いいえ
作業管理者･労働者に対して､あらかじめ､熱中症の症状､

教育を行ってください｡
6　救急措置について

救急処置及び事例等について､労働衛生

あらかじめ､病院等の所在地･連絡先を把握するとともに､

□はい　□いいえ

緊急連絡網を作成し､関係者に周知してください｡

:. -_　_ .ロトコはい｢いいえ

は､下図｢熱中症の救急処置(現場での応急処置)｣を参考にしてください｡

表1 : WBGT値と気温､相対湿度との関係
(日本生気象学会｢日常生活における熱中症予防指針｣ ver.12008.4から｡)

相対湿度(%)
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厳重警戒
28-31℃

※危険､厳重警戒等の分類は､日常生活の上での基準であって､労働の場における熱中

症予防の基準には当てはまらないことに注意が必要です｡

図:熱中症の救急処置(現場での応急処置)

※上記以外にも体調が悪化するなどの場合には､必要に応じて､救急隊を要請するなど
により､医療機関へ搬送することが必要であること｡

表2 :身体作業強度に応じたWBGT基準値

日本工業規格Z8504附属書A ｢WBGTストレス指

数の基準値表｣を基に､同表に示す代謝率レベル
を具体的な例に置き換えて作成したもの｡

iWBGT基準値 

身体作業強度(代謝率レベル)の例 冓ｸ���*(.��ﾂ����熱に順 化して いない 人℃ 

0 ���2�33 �3"�

1 乂�,緯�謙Hﾇ�*(訷ﾞﾈｼb飲�*ﾚH5�42�30 �#��

ピンク､描く､縫う､簿記)､手及び 

腕の作業(小さいベンチツール､点 

検､組立てや軽い材料の区分け)､駒 

低 代 �,hｷ(,ﾈﾞﾈｼb厩�,ｨ,ﾈ�9�H,X,ﾈ�h.瓜��
の運転､足のスイッチやペダルの操 

謝 俥ﾂ唔zx謙H6�8ｨ8ｲ淫ﾈ+8*)YIZ｢咤�
翠 �7H8�485窺R淫ﾈ+8*)YIZ｢唏5(488ｸｪ｢�

き､小さい電気子巻き､小さい力の 

道具の機械､ちょっとした歩き(逮 
さ3.5km′h) 

2 佗���+X+ﾙ:ｨ,i�(,ﾈﾞﾈｼb�*ﾘ*ﾉ�X+ⅲ�28 �#b�

盛土)､腕と脚の作業(トラックのオ 

フロード操縦､トラクター及び建設 

中 倆I{ﾂ唔�(,i;y�ﾈ,ﾈﾞﾈｼb袷8ｴ86�92�
程 �7ﾒﾘ,ﾈﾞﾈｼjH6x8�4�5��ｹ�yzx,JH+X,��
磨 代 謝 �*ﾘ*)6�.蟹(h*ﾘ.x*(,ﾈ�+8,ﾈﾝ驅�/��

断続的に持つ作業､草むしり､苧堀 

翠 �.芥惓Z�.)nﾈﾝ�/�4X-笞Hﾇ處ｨ,�x鍈�
や手押し車を押したり弓lいたりする 
3.5-5.5km/hの速さで歩く､鍛造 

3 仄ﾙ7�,ﾉ�(,i;y�ﾈ,ﾈﾞﾈｼjH�*(ﾝ驅�/��気流を 亢9zﾈ/��
運ぶ､シャベルを使う､大ハンマ- 亅H+h,��感じな 

作業､のこぎりをひく､硬い木にか �*(,h*ｲ�いとき 
高 �/�,�/�*�*�+ﾘ.�,ﾈ-ﾘ,Y*H.唔��ｪ�.械�25 �#"�
代 謝 估�.咾R絣ﾓvｶﾒ�,ﾉ�ﾈ+8,Y^�*ﾚH��気流を 亢9zﾈ/��

率 �*(掣Z�,ﾈ捶棈.(訷咥+X棈/�咥+X+ﾘ.��感じる 亅H+h.��
引いたりする､鋳物を削る､コンク �,h*ｲ�とき 

リートブロックを積む �#b�23 

4 俐Y�Y�ﾉ7�,ﾉ�ﾈ齎,X,h,H.�ﾈ8+X*(ｨ�:��気流を 感じな いとき 亢9zﾈ/��ｫH+h,��*(,h*ｲ�

壁 �8�ﾈ6ﾒ�*�,ﾈ/��X.�*JHﾈ8+X*ﾘ5h887�8ｸ/��23 ����
同 代 俶x,�+ﾘ.案�,�+ﾘ.�+x.唏陌&�/�6�.��気流を 亢9zﾈ/��

謝 翠 ��h.咾vｶﾘ�ﾆ�.h.��ﾈ*ﾙ^�*ﾒ�感じる とき 25 亅H+h.��,h*ｲ�#��

※なお､下記の衣類についてはWBGT値に各補正

値を加えてください｡
･二層の布(織物)製服　　　　　　　+ 3

･SMSポリプロピレン製つなぎ服　　+ 0.5

･ポリオレフィン布製つなぎ服　　　　+ 1

･限定用途の蒸気不浸透性つなぎ服　　+ll
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